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外部負荷特性



同期発電機は，励磁電流が零の場合でも残留磁気によってわずかな電圧を発生し，発

電機に進み力率の負荷をかけると，その進み電流による電機子反作用は増磁作用をす

るので，発電機の端子電圧は上昇する。端子電圧が上昇すれば負荷電流はさらに増加

する。このような現象をくり返すと，発電機の端子電圧は容量性負荷に流れる電流と負

荷の端子電圧との関係を示す直線と発電機の無負荷飽和曲線との交点まで上昇する。

このように無励磁の同期発電機に進み電流が流れ，電圧が上昇する現象を同期発電機

の自己励磁という。
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比例推移

が、最大トルクは変わらない
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〕〔負荷損銅損鉄損

〕〔負荷損銅損鉄損

〕〔負荷電流

〕〔負荷電流

負荷比

全負荷の銅損最大負荷の銅損

〕全負荷〔

〕最大負荷〔

負荷比

〕全負荷〔〕台分の負荷損の合計〔

〕単相の定格電流〔

〕結線の電流〔
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2211W EIEI ==〕自己容量〔

DC昇圧チョッパ回路

トランジスタがOFFのときにLの電磁エネルギーがCに充電、

ONのときに放電状態となる。

ダイオードはトランジスタがONのときに

コンデンサの放電電流がトランジスタに流れるのを防ぐ

サイリスタは、制御角が0000〔〔〔〔radradradrad〕〕〕〕のときに出力電流は最大最大最大最大になる

で、coscoscoscosθθθθで。

値を出して足す次がある場合は両方の次と※

※

〕〔電圧変動率

〕〔降下百分率インピーダンス

〕〔下百分率リアクタンス降

〕〔百分率抵抗降下

〔Ω〕リアクタンス

〔Ω〕抵抗

〕〔定格二次電流

〕〔定格二次電圧

〕〔無負荷時の二次電圧
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二次抵抗一次抵抗
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台でも･･･変圧器が結線

･･･低電圧大電流結線

VI

VI

=
=∆∆

遅れる結線は電圧の位相が °∆ 30-Y

並列運転の条件

<単相の場合>

・極性が一致していること

・一次、二次の電圧、巻線比が等しいこと

・％Zが等しいこと

・巻線抵抗とリアクタンスの比(r/x)が等しいこと

<三相の場合>

上記に加えて

・一次、二次線間誘導起電力の角位相が等しいこと

・相回転が合致していること



パワーエレクトロニクスパワーエレクトロニクスパワーエレクトロニクスパワーエレクトロニクス

2

cos1
45.0

2

cos1
9.0

V

V

α

α

+
=

+
=

Ev

Ev

E

v

d

d

d

半波整流の

直流の

〕〔実効値

〕〔平均値

単相ブリッジ整流回路



価鉛の原子価は

だったら時間は、～なら時間は･ファラデー定数が

効率時間電流

原子価

原子量

ファラデー定数

〕〔電極の析出量

2

sChhA

1
g ××××=w

電気化学電気化学電気化学電気化学

は鉛、電解質は希硫酸正極は二酸化鉛、負極

蓄電池

化カリウム蔵合金、電解質は水酸ッケル、負極は水素吸正極はオキシ水酸化ニ

ニッケル水素電池



自動制御自動制御自動制御自動制御

DがONのときBをON-OFFしても回路に変化なし

EがONのときAをON-OFFしても回路に変化なし

チャタリングを防止するには、RSフリップフロップか、シュミットトリガが必要である
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照明照明照明照明

〕〔角点光源から見た全立体

〕〔球の面積

〕高さ〔〕の照射面〔無限長直線光源の場合

〕輝度〔〕光束発散度〔

〕光束〔〕光束発散度〔〕光が出ている面積〔

〕照度〔〕照射面〔〕光束〔〕立体角〔〕光度〔
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